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1 目的 

多摩市役所本庁舎建替基本計画の策定過程において、多摩市自治基本条例に基づく「計画策定

への参画」として実施し、今後の基本計画の案づくりに活用するため、有識者による講演や意見

交換等を通じて市民理解を醸成すること、市民意見を収集することを目的として実施しました。 

 

2 概要 

（１）内容 

市長あいさつ、市から「多摩市役所本庁舎建替基本計画 （素案）」について説明、有識者から

関連するテーマで講演の後、参加者との意見交換や質疑応答を行いました。 

 

（２）日時と場所 

市民フォーラムは、日にちと場所を変えて、２回実施しました。 

なお、８月３１日に永山公民館ベルブホールで予定していたフォーラムは荒天の影響により

中止しました。 

① 令和６年８月２５日（日）午前９時３０分～午前１１時 関戸公民館大会議室 

② 令和６年８月２７日（火）午後６時～午後７時３０分 中央図書館活動室１ 

③ 令和６年８月３１日（土）午前１０時～午前１１時３０分 永山公民館ベルブホール（中止） 

 

（３）対象者 

対象者は、市内在住の１５歳以上の市民としました。 

 

（４）募集方法 

市内在住の１５歳以上の市民で無作為抽出した３,０００人に郵送によりお知らせを発送し

たほか、市公式ホームページ及びたま広報などでお知らせして申込先着制で募集しました。 

 

 

 

  

関戸公民館大会議室 中央図書館活動室１ 
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3 実施結果 

（１）当日の流れと参加者数 

２回の開催で５０名の市民の皆さんにご参加いただきました。８月２５日、２７日の流れは次

のとおりです。 

 

日 時 
①令和６年８月２５日（日） 

午前９時３０分～午前１１時 

②令和６年８月２７日（火） 

午後６時～午後７時３０分 

場 所 関戸公民館大会議室 中央図書館活動室 1 

参加者 

市 民：２７名 

有識者：＜環境建築＞伊香賀俊治氏 

    （慶應義塾大学名誉教授） 

市 民：２３名 

有識者：＜DX＞高橋邦夫氏 

（総務省地域情報化アドバイザー、 

合同会社 KU コンサルティング代表社員） 

次 第 

１ 開会 

２ 多摩市役所本庁舎建替基本計画の素案の説明 

３ 有識者による講演 

４ 意見交換 

５ 閉会の挨拶 
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（２）意見交換の結果 

市民の皆さんから出た意見は、次のとおりです。 

 

①基本理念についてのご意見 

要約 ご意見 

職場の働きやすさ・生産

性向上が必要である。 

・職員が安心して安全な環境で働けることが仕事の生産性向上と良い成果

につながるとのことだが、そのために何が必要と考えるか。 

・子どもたちが憧れるような働き方をしている職員の姿が描けると良い。 

庁舎に対する将来のビジ

ョンとはなにか。 

・2024年の段階から 2033 年に庁舎竣工するとなった場合、今の中学 3年

生が 22歳になったときに多摩市に入庁したいと思えるような庁舎にし

てほしい。 

・市としてどのような本庁舎にしていきたいか。 

・建物については、50年後、100年後のことを考えて検討しているのか。

我々がいなくなった後にも本当に使える建物としたいのかが分からな

い。 

庁舎の建替に伴い、ソフ

トとハード、デジタル化

と行政の在り方を検討す

る必要がある。 

・建築物ばかり考えると箱モノ行政といわれかねないが、DXも危うい点

がある。利便性、合理化のための DXという発想だけではもったいな

い。 

・ソフトとハードの組み合わせや、デジタルとアナログの共存が大事であ

る。 

・図書館ではデジタル書籍だけで図書館が成り立つだろうか。 

・アートや図書のデジタルの必要性はリアルになってきている中で、それ

らをアイデアとするのでなく、サイバー空間としての庁舎、行政の在り

方を考えるべきである。 

・サイバー空間の考え方を先に構想して、それを具現化していくハードと

しての庁舎という位置づけでもよいのではないか。 

・今の Z世代さらにその下の世代が実社会の現場に出ていくような時に

は、サイバー空間がリアル空間とどう紐づくかを考えることは当たり前

となっている。それらをマルチに先取りしたプラン、構想、設計を試み

ても良いのではないか。 

・現実の空間とサイバー空間の両立や移行へのプロセス検討が重要であ

る。海外でもドイツ、アメリカ等でその例があるため活用してほしい。 

ハードよりもソフトを先

行して取り組むべきであ

る。 

・ハードとソフトが混合しているが、まずソフトを先行して取り組むべき

である。 

・器（ハード）とソフトがあっても意味がなく、まずはソフトから始める

べきである。 
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駅近機能の展開を見据え

た取組が必要ではない

か。 

・中央図書館、パルテノン多摩出張所には Wi-Fi環境は整っているが、関

戸公民館や永山公民館（ベルブ永山）には Wi-Fi環境がない。今後、本

庁舎と駅近施設等を結び付けていくことにおいては整備が必要だと考え

る。 

・新庁舎に重点を置かれていて、出張所等は後回しにという感じがある。

新庁舎の建て替えに併せて検討していただきたい。 

 

②基本機能等についてのご意見 

要約 ご意見 

ユニバーサルデザインと

障がい者への配慮が必要

である。 

・ユニバーサルデザイン等に関する記述について、耳が聞こえない、目が

見えない障がい者に対する配慮をいただきたい。 

・耳の聞こえない方に関しては、窓口等に透明なスクリーンで文字が映し

出される文字起こしのアプリ導入も検討いただきたい。 

災害時含めた、デジタル

化、DXの活用に対して

どう考えているか。 

・デジタルサイネージを充実させるのがよいのではないか。 

・災害時でも情報が文字化されると良いと考えるが、そういった準備は考

えているのか。 

カウンターの一本化とあ

るが、カウンターがなく

ても業務ができるのでは

ないか。 

・20年前に書類提出のために来庁した当時、私から行くのではなく職員

から私のところへ来るよう声をかければ、来てくれたことがあった。カ

ウンターの一本化と説明されているが、この経験のようにカウンターが

なくてもできることもあると考える。 

 

③施設計画についてのご意見 

要約 ご意見 

本庁舎の構造は、どのよ

うに考えているのか。 

・本庁舎建設中の CO2削減について、コンクリート打設時の CO2排出を考

慮すれば、鉄骨造が望ましいと考えているのか。 

・木造免震で 1万㎡を超える建物は少ないが、本庁舎を木造とすることも

考えられるか。 

本庁舎の規模は適切か。 ・施設規模について延床面積が約 18,208㎡とあるが、何階建てを想定し

ているのか。 

・新しい本庁舎は、出張所と比べどれぐらいの規模となるのか。 

・人口が減るのになぜ新しい本庁舎の面積が大きくなるのか。 

 

④事業計画についてのご意見 

要約 ご意見 

本庁舎の維持管理・運営

には高いコストパフォー

マンスが必要である。 

・本庁舎建設後に 30、50年と維持管理・運営していく際に経費削減がで

きるポイントを教えてほしい。（今の庁舎よりもコストパフォーマンス

が良いなど） 

整備費の増加に対して疑

問を感じている。 

・整備費が 123億円から 170億円を超えたことに対しては疑問が生じる。 
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⑤今後の進め方についてのご意見 

要約 ご意見 

リスクを踏まえた計画と

することが必要である。 

・庁舎の建て替えにはリスクがあるため、計画段階でリスクを抽出するこ

とが重要である。 

コミュニケーションと情

報共有が必要である。 

・ステークホルダーや利害関係者とのコミュニケーションをしっかり行う

必要がある。 

・中央図書館の例があるが、基本計画以降も情報発信を続けなければステ

ークホルダーや市職員が自分事と捉えることができない。 

庁舎建替の進展がとても

遅い。 

・2022年に庁舎建替の市民フォーラムがあったが、2年経った今も進展が

遅くガッカリしている。 

・あまりにも時間がかかっていると感じている。 

・あと 2年延びたと聞いて、不安を感じている。 

・他の事例ではすでに進んでいるが、多摩市は 10年近く時間がかかって

いる。 

基本計画と基本設計に時

間がかかりすぎている。 

・市役所本庁舎建替は建物の問題と思いがちだが、市役所の業務やデジタ

ル化など新しい仕事のやり方にふさわしい建物を建てようとしているた

め、計画がまとまらず時間がかかっている。 

・基本計画の決定が 10月とあるが、基本設計が来年にずれ込むのは遅す

ぎると感じている。 

・今年の下半期に基本設計を始められないのか。 

・基本設計に 1年半もかかるのか。 

 

⑥その他ご意見 

要約 ご意見 

庁舎建替の公共施設マネ

ジメントに対する影響を

懸念している。 

・多くの市民が公共施設のマネジメントに興味を持っている。 

・市役所の建て替えが地域コミュニティに与える影響が懸念される。 

・公共マネジメントと庁舎の建て替えはどういう関係性があるか。 

多摩市の魅力が少ないこ

とが税収の減少などの問

題につながっているので

はないか。 

・市役所に限らない多摩市の魅力は一体何か。多摩市に魅力がないからふ

るさと納税をはじめとした税収が減るのではないか。 

・税収を増やすために多摩市をどうしたらいいか考えるべきである。 

・多摩市は住みやすく、いいまちであるということを住んでいる市民が思

うことが大切である。 

・多摩市自体に魅力がないことが、人口減少や税収減へつながる。 

公共施設として高齢者な

どの利用者が使いやすい

よう改善してほしい。 

・公民館、コミュニティセンターを利用しているがかなり古く使いにく

い。椅子がまず重く、収納するとき重ねる等軽々できない。軽量な椅子

に交換する等の改善を求める。 

・利用者は年配の方が多いので利用者にやさしくないといつも感じてい

る。 
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（３）アンケートの結果 

市民フォーラム実施後に、参加者にアンケートにご協力いただきました。８月２５日について

は、参加者２７名のうち１７名から、８月２７日については、参加者２３名のうち１６名からご

回答いただきました。両日の回答者３３名の回答結果は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 本日のフォーラムの内容はいかがでしたか。 

問１ あなたの年齢をお答えください。 

問２ あなたのお住いの地区をお答えください。 

【居住地区】 （人）

関戸 連光寺 貝取 乞田 和田 百草 落川 東寺方 一ノ宮 桜ヶ丘 聖ヶ丘 馬引沢 山王下

4 2 2 0 0 0 0 1 0 6 2 1 0

中沢 唐木田 諏訪 永山 鶴牧 愛宕 豊ヶ丘 落合 南野 市外 不詳

0 0 3 2 6 0 0 2 0 1 1

計

33

【年齢層】 （人）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 計

0 0 1 2 9 10 11 33
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（理由） 

■「適当である」または「概ね適当である」と回答した方の理由 

 2016 年度に関わらせて頂き、その後の経過を知りたいと思い参加をした。 

 細かな点では検討が必要である。 

 老朽化による建て替えに伴う、ユニバーサルデザイン対応、DX 化などを実施する事が理解出来た。 

 

■「適当だと思わない」または「あまり適当だと思わない」と回答した方の理由 

 10 年後に 827 人が一同に出勤して働く環境が続くとは思えない。 

 判らない 

 

■無回答の方の理由 

 一回ではわからないため。今後確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 基本計画素案の内容についてどう思いましたか。項目ごとに教えてください。 

①基本計画素案の「全体」の内容について 
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（理由） 

■「適当である」または「概ね適当である」と回答した方の理由 

 機能としては必要である。 

 現在の庁舎 60 年、更に柔軟性の高い持続可能な本庁舎に期待する。 

 市役所は駅から離れているため、どう拠点として機能させていくかが課題である。 

 挙げられたことをいかに具体的に実現するのかが重要である。 

 防災、議会機能に関しては今ひとつプランの見直し、強化検討が必要かと思う。 

 

■「適当だと思わない」または「あまり適当だと思わない」と回答した方の理由 

 防災指令拠点について説明して欲しかった。 

 市庁舎へのアクセスが、旧鎌倉街道が中心であり、災害時を考え、2～3 方向から大型車がアクセ

スできるようにしたほうが望ましい。 

 判らない。 

 

■無回答の方の理由 

 一回ではわからないため。今後確認する。 

 今日の説明では、？ 

 上記（基本機能の内容について）の説明ではなかったので、何とも言えない。 

 

 

 

 

 

問４ 基本計画素案の内容についてどう思いましたか。項目ごとに教えてください。 

②基本機能（市民サービス機能、防災指令拠点機能、行政事務機能、議会機能）の内容

について 
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（理由） 

■「適当である」または「概ね適当である」と回答した方の理由 

 CO2 削減のための新素材についての寿命について保証がない。冷熱サイクルや紫外線劣化など加速

化試験結果と実力値の違いがある。 

 災害時にも市民の安心・安全を第 1 に司令塔としての機能を期待する。 

 セキュリティに関しては、建て替えとは別に、ネット環境のセキュリティを強化し、市民情報の漏

洩などのリスクを最小限にすべく取り組んで欲しい。 

 

■「適当だと思わない」または「あまり適当だと思わない」と回答した方の理由 

 ホールライフカーボン削減を視野に入れた場合の具体策と費用は、マッチしているのかわからな

い。 

 具体的な設計がないので。 

 具体的内容を欠き、判断できない。 

   ■無回答の方の理由 

 専門的なことは分からない。 

 一回ではわからないため。今後確認する。 

 今日の説明では、？ 

 

 

 

 

 

問４ 基本計画素案の内容についてどう思いましたか。項目ごとに教えてください。 

③建物性能（環境性能、耐震性能、ユニバーサルデザイン、セキュリティ、維持管理性）

の内容について 
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（理由） 

■「適当である」または「概ね適当である」と回答した方の理由 

 来庁者の安全で快適な歩行動線の確保。 

 計画に関しては理解出来た。基本として市民が往訪しなくても済むサービスを提供するという事

だったが、新庁舎の市民活用の面としてアクセスが非常に悪いため、多くの市民がリアルで活用出

来るよう、職員の方々の企画力が問われるかと思う。 

 

■「適当だと思わない」または「あまり適当だと思わない」と回答した方の理由 

 まだよく分からない。 

 具体的な設計がないので。 

 具体的内容を欠き、判断できない。 

 

■無回答の方の理由 

 一回ではわからないため。今後確認する。 

 今日の説明では、？ 

  

問４ 基本計画素案の内容についてどう思いましたか。項目ごとに教えてください。 

④施設計画（規模、施設計画）の内容について 
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（理由） 

■「適当である」または「概ね適当である」と回答した方の理由 

 市職員 市民との今後のコミュニケーションが続くことを希望する。 

 概算事業費約 174 億円の試算、社会情勢の変化も有り、物価高騰などの影響も更に膨らむ可能性も

有るかと思う。これからの 50 年を見据えてやむを得ないのではと思う。 

 やはりスピード感は遅いという印象である。更なる事業費の高騰を懸念する。 

 

■「適当だと思わない」または「あまり適当だと思わない」と回答した方の理由 

 高くなるのはしかたがないというのは、もう少し考えて欲しい。 

 建替の目的を考えると、もっと早く進めるべきと思う。 

 だいたいは分かったが具体的でない。 

 意見にあった通り遅いと感じる。 

 さまざまな理由はあろうが、時間がかかりすぎ。災害が先に来てしまう。2030 年にはオープンさ

せたい。 

 やはり緊迫感が足りない。 

 

■無回答の方の理由 

 一回ではわからないため。今後確認する。 

 ホールライフカーボン削減を視野に入れた場合の具体策と費用は、マッチしているのかわからな

い。 

 

  

問４ 基本計画素案の内容についてどう思いましたか。項目ごとに教えてください。 

⑤事業計画（事業手法とスケジュール、事業費）の内容について 
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調査票の最後に設けた自由意見欄には、４件のご意見をいただきました。 

※パブリックコメントとして取り扱ったご意見については除いています 

 

●ご意見 

高齢者、障害者が使いやすければ、ほとんどの世代にとっても利便性は上がると思う。様々なことが改

善されることはとてもありがたい。 

「ワンフロア型」「ワンストップ型」は最も必要な点と考えていたので、大変期待している。その際、

プライバシーに配慮する点において、高齢者は耳が遠いため、窓口対応の際に大声で話さなければなら

ないため、個人情報がもれている。そういう場面を目にすると、大変不安になる。そのようなことが起

こらない窓口対応をお願いしたい。働く職員の方々にとっても、負担のない、両者にとってより良い市

の中心となることを願う。 

駅近機能の機能拡張についてスペースの拡大や移転の考えはあるか。 

デジタル化も必要だが、DX 人財育成も必要かと思う。 

設計段階でも市民に情報を出し参加ができるようにしてほしい。環境への配慮、将来維持管理にかか

る費用、様々なことへのバランスを取るのは大変だろうが費用については変化することを周知させ市

民が納得するようにしてほしい。 

今の世の中デジタル化が進んでいるが、高齢で苦手な人を取り残さないサポート欠かせないことも大

事かと思われる。 

 

  

問５ 本庁舎建替や基本計画素案へのご意見があればご自由にお書きください。 
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4 参考資料 

（１）当日配布資料：多摩市役所本庁舎建替基本計画（素案）について 

※２回の開催（８月２５日、８月２７日）において、同一の資料を使用しました。 
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（２）フォーラム実施後のアンケートの調査票 

 


